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1965年 12月 12日
l キニーネによる国定薬疹
富岡容子
症例 21才男 初診 1965年 11月 15日。主訴全3
身の色素沈着と落屑。家族歴，既往歴，特記すべき
ことなし。現病歴現在まで 3回，富山のカゼ薬服
用後，今回と同様皮診をみる。 10月 28日カゼ薬服
用後，口震の腫脹，手足の掻庫，ついで口居の水油
形成，発熱，全身の痛みを伴う紅斑を生ずる。来院
時急性症状は消退するも，精査のため入院。検査所
見: 理学的検査異常なく，尿，血沈，血清電解質，
肝機能などすべて正常。服用した薬の各成分につ
き，貼布テスト，掻皮テスト施行。すべて陰性。つ
ぎに，各成分につき，常用量の 1/5にて，内服テス
ト施行したところ，塩酸キニーネ O.lgにて30分，
後に手足に異和感，口属部の腫脹，さらに数時間後
に，発熱，全身紅斑を来たす。以上より，キニーネ 
による薬疹と診断し，副腎皮質ホ Jレモン，抗ヒスタ
ミン剤にて治療した。
討論
竹内教授:キニーネ固定疹はめずらしい。眼変化を
伴っていたか。
富岡:ない。
今井:似た皮疹を呈した例があった。内服のアナム
ネーゼはあるが，パッチテストは行わなかった。 
2. 赫細胞癌を生じた先天性表皮水癌症の一例
菅原 宏 
20才秋より先天性表皮水痛を発症， 当時(1928
年〉から， 当科外来で経過観察中の患者が 51才頃
より水癌形成を認めなくなったが， 56才の秋頃，最
も萎縮，癒痕形成盛んな，左手背部民，表面粗大頼
粒状，出血性，黄白色膿苔を帯びたほぼ鶏卵大の腫
癌を形成して来院。組織学的検索により束事細胞癌と
診断。
先天性表皮水庖症を 40年の長・期に亘って観察し， 
その搬痕上に癌の形成を見た稀な例である。舌癌以
外に本症より癌を生じたものは，恐らく本邦第 1例
目と考えられる。 ちなみに本症例は 1937年教室先
於千葉大学附属病院 
輩，江尻伊三郎によって，本邦で最も詳細な先天性
表皮水癌症の原著として発表され， また第 31回日
皮総会にも症例報告されたものである。
討論
山崎:私は在・局中 10年間受持であった。 40年間の
経過観察はめずらしい。腫蕩の発生は本邦 1例
目ではないか。
菅原:検索中である。 
3. 良性滑液膜腫を疑いしー症例
滝沢和彦
患者 20才男子。主訴左栂指腫癌。家族歴および
既往歴には特記すべきことなし。現病歴は幼少時よ
り左栂指根部に嚢腫様の腫癌あり。漸次大きさを増
し現在に至る。圧痛，自覚痛なく，皮膚ならびに底
部との癒着はない。
Angiographieならびに Zyotographieにて，動
脈および静脈との連絡を認めたが，持動はふれな
い。組織は線維成分が種々の方向に錯そうし， Fib-
roblasten，Histiozyten，Syncitium-zel1，その他不
明の原形質泡状の細胞等細胞成分多く，中央裂隙に
は，血液成分があり，毛細血管新生像はなかった。
これら臨床所見および組織所見より benign syno-
viomaが疑われた。
討論
竹内教授:組織学的所見は。
小林:臨床的には subkutanesnodulares Angiom 
を疑ったが，組織学的には， Endothelwucher-
ungとは考えられず，曙銀線維の増殖から 
Haemangiopericytoma (Stout & Muray)で
はないかと考えている。しかし，文献的一致を
r 
d必ずしもみていない。 
4. 悪性黒色腫の治験
番場秀和 
60才男。 2年前左手掌に粟粒大黒子に気づく。本
年 2月，金槌で叩き小豆大の血マメ様になったので，
錐で表皮を剥し化膿。当時一円貨大。 5月頃から急
速に増大。 1965年 8月 12日来院。左手掌尺骨側に
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2X3cm，皮面より  7mm隆起せる暗黒色腫蕩あ
り。皮膚と広基性に癒着，弾性硬。表面は細頼粒状，
一部ビ欄し出血す。周辺皮膚は健常。軽度自発痛。
左肘部小豆大リンパ節  1コ。組織的に転移を認め
ず。胸レ線正常。組織像:多量のメラニンを含有せ
る紡錘形，一部多角形の細胞が索状，蜂巣状に配列，
実皮深層に下向性増殖。ドーパ反応，テロシナーゼ
反応陽性。..  
治療.術前照射+左前腕切断術。 ・'
デJレモパン， ステップ  IVにて， 1，000 R 2回，
500 R 20回，計 12，000R連日照射。 
erosive Reaktionは 6，000Rで生ず。腫蕩軽度
縮小。術後 4カ月にいたるも転移を認めず。
討論
原:診断的に melanomaは問題ないと思うが，組
織像中の異常角化像は melanornacellの浸潤
の中にとりのこされた汗腺の硝子化と解釈した
、。U
那須:元来，放射線感受性は低いと思うが，コバル
ト60針，またはラヲウム針で Tumor-doseを 
6，000--8，000 Rにしたい。 
5. カンジタ性肉芽題 (Hauser-Rothman型〉
に対する AmphotericinBの治験
岡本昭二・川瀬健二
宮治誠・木村英夫  
13才女児。本症例は第 9回日本医真菌学会総会な
らびに第 12回本例会に報告した。今回は治療に関
して報告する。 AmphotericinB点滴静注法以外諸
種治療全く効なく， 結局 AmphotericinBの点滴
静注を初回量 0.02mg/1王gより始め，その著効をみ 
つつ維持量を 0.5mg/kgとして 24固にわたり，一週
2回の間隔で，総量 300mgで 1クールとして中止
した。 1クー  Jレで、皮疹は全く治癒状態を示している。
6. To玄icepidermal necrolysis (Lyell)の一例
-Trancopalによる薬疹一
加藤友衛  
67才男子。農業。 1965年 4月 6日より， トラン
コパールを服用していたが， 同 17日に全身に紅斑 
出現， 19日に悪寒戦傑を伴って発熱。 22日当科入 
院。入院時は全身に悲痛あり，顔面はほぼ全体に暗
赤色で，口唐および口腔粘膜は一部はピ欄し，一部
は白苔を付けている。頚~胸部は暗赤色で，前胸三
角部は表皮剥離し，・胸~腹部は小指頭大の暗赤色斑
が，一部は水泡となって播種状に認められる。背部
はピ慢性に暗赤色で表皮が剥離しているところもあ
る。陰嚢は全体にピ欄，四肢は胸部とほぼ同様の変
化。組織学的には，表皮は所々に基底層がみだれそ
の周囲に空胞変性が認められ，エオジンに染まる
homogene Masseが集っている部分もある。真皮
は上層に軽度の血管周囲性細胞浸潤と浮腫がみられ
るのみである。治療 副腎皮質ホルモン，補液で約 
1ヵ月で治癒した。トランコパールによる貼布試験 
陽性。
討 論
竹内教授:重症の薬物中毒と考える。
山崎:解熱剤で同様のものをみている。第 2度熱傷
に相当する変化を示したが，短期日で治癒して
いる。 
7. Congenital ichthyosiform erythroderma 
の一例
市川 浩 
Nonbullous typeに属する 6才男子例を報告。各
種角度より本症の発生機転，さらに Clinicalentity 
に関して考察を試みた。検査上，脳波異常，メコリ
ノレ試験で、 Ptype基礎代謝尤進など，間脳系を主体
とする中枢異常を認め，中枢異常の関与も想定。ま 
た本症にみる dryskinおよび体温調節障害は，角
化異常による汗口の閉塞・局所汗腺の興奮性低下に
起因する続発性変化と断定。本疾患の entityに関し
ては， ichthyosis vulgarisと keratomapalmare 
et plantare hereditariumとの聞に移行を示すもの
に， VitaminB群欠乏がさらに加味されて，臨床形 
態を modifyしたものと考えた。 Nicotinicacidお
よび VitaminB2' B6で治験の結果，伸側魚鱗癖様
病変，手掌足礁の角化肥厚を除き著明な改善傾向を 
みた。 
8. Poikiloderma atrophicans vasculare 
(Jacobi) 
田辺義次
20才女子。初診 1965年 6月 3日。両親は血族結
婚，その他特記するものなし。主訴は全身の色素沈
着で， 3才頃にはじまり進行しつつ現在に至る。現
